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で
あ
る
。

ま
づ
技
術
を
磨
く
こ
と

自
ら
の
技
術
に
自
信
を
持

ち
人
に
負
け
な
い
仕
事
を

す
る
。
即
ち
体
を
張
っ
て

真
面
目
に
真
剣
に
働
く
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
結
果
十

年
二
十
年
の
長
期
に
わ
た

る
顧
客
も
つ
き
、
不
況
を

乗
り
越
え
る
活
路
も
開
か

れ
る
の
で
あ
る
・
・
・
…
と
自

ら
が
生
き
抜
い
て
来
た
体

験
を
熱
意
を
込
め
て
語
っ

た
。
こ
う
し
た
同
氏
の
実
践

を
通
し
て
の
合
蓄
あ
る
内

容
と
そ
の
迫
力
で
、
聴
取

者
一
様
に
実
感
と
し
て
受

け
と
め
、
大
き
な
感
銘
を

与
え
た
。
，

続
い
て
外
山
委
員
長
か

ら
は
、
弱
年
度
に
実
施
予

定
の
各
種
講
習
会
へ
の
積

極
的
協
力
と
参
加
を
、
ま

た
多
岐
に
わ
た
る
専
門
分

野
の
技
能
資
格
検
定
試
験

へ
の
挑
戦
を
呼
び
か
け
た
。

来
賓
と
し
て
ご
参
列
い

た
習
い
た
株
式
会
社
ウ
チ

ダ
社
長
・
内
田
林
造
氏
は
、

い
か
な
る
不
況
下
に
あ
っ

て
も
建
築
に
関
し
て
の
仕

事
が
皆
無
に
な
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
と
し
、
建
築

様
式
の
多
様
化
に
伴
っ
て

む
し
ろ
仕
事
の
巾
が
拡
大

し
て
い
る
点
を
指
摘
、
技

術
の
改
革
と
向
上
へ
の
努

力
が
あ
る
限
り
板
金
業
の

展
望
は
非
常
に
明
る
い
も

の
が
あ
る
。
こ
の
状
況
を

Ｉ
遅
れ
て
い
た
桜
も
こ
の
青
年
部
総
会
を
祝
う
か
の
よ
う
に
満
開
と
な
っ
た
。
豊
川

市
・
サ
ン
シ
テ
ィ
豊
川
の
会
場
に
愛
知
県
板
幹
部
を
は
じ
め
来
賓
の
方
々
多
数
を
迎

え
午
前
十
時
か
ら
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

愛
知
県
板
理
事
長
代
理
と
し
て
清
水
専
務
理
事
、
外
山
指
導
委
員
長
、
地
元
東
三

河
板
金
組
合
か
ら
は
第
６
回
全
板
連
青
年
部
全
国
技
能
競
技
大
会
の
課
題
の
原
案
者

で
あ
る
原
田
忠
治
氏
を
は
じ
め
、
地
元
問
屋
さ
ん
の
ウ
チ
ダ
社
長
の
ほ
か
数
多
く
の

来
賓
か
ら
祝
福
の
詞
が
寄
せ
ら
れ
た
。

さ
ら
に
こ
れ
ら
業
界
の
諸
先
輩
は
、
わ
れ
わ
れ
業
界
を
取
り
ま
く
厳
し
い
状
況
を

打
開
し
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
源
動
力
は
み
な
さ
ん
方
の
強
固
な
団
結
と
意
欲

溢
れ
る
行
動
力
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
青
年
部
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
が
い
か
に
大

な
る
も
の
で
あ
る
か
を
訴
え
た
。
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さ
れ
た
あ
る
精
密
機
械
の

納
入
時
に
相
手
側
か
ら
指

適
さ
れ
た
些
細
な
基
本
的

ミ
ス
や
、
そ
の
反
面
明
治

推
新
以
後
日
本
の
工
業
の

近
代
化
に
と
っ
て
指
導
的

役
割
を
も
っ
た
ド
イ
ツ
の

技
術
者
か
ら
電
気
溶
接
に

関
す
る
技
術
的
指
導
を
求

め
ら
れ
る
等
、
自
ら
の
体

験
を
通
じ
て
、
決
し
て
自

己
満
足
に
陥
ら
ず
に
常
に

研
讃
努
力
す
る
と
同
時
に

ま
た
、
さ
ら
に
技
術
に
磨

き
を
か
け
て
大
い
に
自
信

と
誇
り
を
も
っ
て
一
段
の

活
躍
と
成
長
を
期
待
し
た

愛知県

板金工業組合ま
づ
東
三
ブ
ロ
ッ
ク
宮

井
副
部
長
の
司
会
に
よ
り

進
行
、
定
刻
の
午
前
ｎ
時

碧
南
地
区
の
高
橋
氏
に
よ

っ
て
開
会
の
辞
が
述
べ
ら

れ
た
あ
と
、
鈴
木
県
青
年

部
長
か
ら
こ
の
一
年
間
全

員
の
協
力
に
よ
っ
て
、
青

年
部
の
活
動
が
円
滑
に
推

移
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
に
感
謝
の
辞
を
述
べ
る

と
共
に
、
緊
迫
せ
る
情
勢

の
中
を
一
層
厳
し
い
姿
勢

を
も
っ
て
臨
む
べ
く
決
意

を
表
明
し
全
員
の
協
力
を

求
め
た
。

鉄
骨
建
築
に
…

富
士
液
ラ
ス
ー
ン
ｉ
ト

い
と
結
ん
だ
。

次
い
で
日
頃
地
元
に
あ

っ
て
青
年
達
が
事
あ
る
毎

に
指
導
を
仰
い
で
い
る
業

界
の
長
老
原
田
忠
治
氏
か

ら
は
、
関
東
大
震
災
後
の

復
興
期
か
ら
昭
和
期
を
通

じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
背

景
を
捉
え
乍
ら
、
板
金
業

界
の
変
遷
史
を
自
ら
の
体

験
を
通
じ
て
語
っ
た
・

現
在
激
動
す
る
経
済
環

境
の
中
で
住
宅
建
築
着
工

数
が
極
度
に
低
下
す
る
な

ど
建
築
関
連
業
者
に
と
っ

て
大
き
な
試
練
の
時
期
に

当
っ
て
い
る
が
、
戦
前
、

戦
中
戦
後
を
通
し
て
一
貫

し
て
い
る
こ
と
は
好
況
不

況
は
常
に
繰
り
返
さ
れ
て

お
り
そ
れ
は
宿
命
的
な
も

の
で
あ
る
。
問
題
は
不
況

時
を
如
何
に
生
き
延
び
る

か
と
い
う
姿
勢
と
行
動
に

よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の

《

本
総
会
の
企
画
と
設
営

の
担
当
者
で
あ
る
一
一
村
実

行
委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と

県
板
幹
部
の
外
来
賓
の
言

葉
が
贈
ら
れ
た
。

清
水
県
板
専
務
理
事
は
挨

拶
の
冒
頭
で
、
日
頃
青
年

部
が
、
板
金
業
界
発
展
の

た
め
の
推
進
力
と
し
て
目

ざ
ま
し
い
活
躍
を
さ
れ
て
、

組
合
の
実
施
す
る
幾
多
の

事
業
が
円
滑
に
逐
行
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
謝
意
を
表

明
。
さ
ら
に
時
代
の
変
遷

と
共
に
社
会
的
ニ
ー
ズ
も

ま
す
ま
す
多
様
多
岐
に
わ

た
っ
て
き
た
現
状
を
受
け

て
、
通
産
・
労
働
・
建
設

各
省
か
ら
次
々
に
打
出
さ

れ
る
総
て
の
施
策
に
対
応

し
な
が
ら
、
全
板
連
を
中

心
と
し
た
指
導
の
も
と
で
、

こ
れ
ら
に
挑
戦
し
自
分
の

も
の
と
し
て
い
く
こ
と
が

今
後
業
界
を
担
な
う
た
め

の
名
実
共
に
実
力
あ
る
ニ

ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

必
須
条
件
で
あ
る
こ
と
を

力
説
し
た
。

ま
た
今
時
日
本
の
技
術

の
水
準
が
世
界
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
に
あ
る
と
い
わ
れ

な
が
ら
も
、
ソ
連
に
輸
出

ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
蝿
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適
確
に
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
な

が
ら
日
夜
努
力
さ
れ
て
い

る
青
年
部
の
方
々
に
心
か

ら
敬
意
を
表
す
る
と
同
時

に
更
な
る
発
展
を
期
待
す

る
旨
を
述
べ
挨
拶
を
結
ん

だ
。
以
上
数
々
の
激
励
と
祝

福
を
受
け
た
あ
と
午
後
に

予
定
さ
れ
て
い
る
研
修
会

に
協
賛
参
加
の
来
賓
の
紹

介
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
議
長
に
岡
崎

地
区
よ
り
久
世
氏
を
選
出

し
て
議
案
の
審
議
に
入
っ

た
。第
一
号
議
案
五
十
八
年

度
事
業
報
告
（
鈴
木
部
長
）

第
二
号
議
案
五
十
八
年

度
合
計
報
告
（
渡
辺
）
、

監
査
報
告
（
久
世
）

第
三
・
四
号
議
案
五
十

九
年
度
事
業
計
画
、
予
算

案第
五
号
議
案
次
年
度
（

五
十
九
年
度
）
青
年
部
長

候
補
と
し
て
高
橋
吾
氏
を

選
出
す
る
件

以
上
の
議
案
が
上
呈
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
議
長
よ
り

指
名
さ
れ
た
担
当
者
が
説

明
を
加
え
て
議
場
に
諮
っ

た
結
果
、
上
呈
議
案
の
総

て
を
全
員
異
議
な
く
承
認

可
決
し
て
総
会
を
終
了
し

た
。
議
案
審
議
が
な
さ
れ
た

中
で
五
十
八
年
度
の
特
筆

す
べ
き
事
業
活
動
と
し
て

次
の
要
旨
の
報
告
が
高
柳

前
青
年
部
長
（
現
全
板
連

労
働
保
険
の
場
合
原
則

と
し
て
就
業
時
間
内
の
作

業
に
起
因
す
る
も
の
と
、

通
勤
時
の
災
害
（
経
路
を

極
度
に
逸
脱
し
な
い
こ
と
、

通
常
通
勤
の
た
め
の
合
理

的
な
経
路
お
よ
び
方
法
に

よ
り
往
復
す
る
場
合
）

そ
の
他
の
研
修
内
容

☆
釘
打
機
取
扱
い
に
関
す

る
安
全
講
習

☆
銅
板
板
料
の
保
証
に
つ

い
て
（
ス
ラ
イ
ド
）

受
講
料
稼
ぎ
の
講
習
会

勧
誘
に
ご
注
意
を
〃

最
近
み
な
さ
ん
の
と
こ

ろ
に
電
話
や
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
を
利
用
し
て
、
建

築
施
工
管
理
技
術
講
習
な

が
か
な
り
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
を
聞
い

て
お
り
ま
す
が
、
労
災
保

険
は
一
○
○
％
加
入
す
べ

き
で
あ
り
ま
す
し
、
世
間

の
情
勢
と
し
て
は
労
災
保

険
の
加
入
は
当
然
の
こ
と

で
あ
り
非
常
の
時
に
備
え

て
民
間
の
上
乗
せ
の
民
間

保
険
に
も
加
入
す
る
ケ
ー

ス
が
多
い
と
い
う
一
般
世

間
の
傾
向
か
ら
考
え
あ
わ

せ
て
、
認
識
を
改
め
て
い

た
宮
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

労
災
保
険
と
健
康
保
険

の
補
償
の
相
違
点

☆
労
働
保
険
Ｉ
業
務
に
因

果
関
係
の
あ
る
疾
病
及
傷
害

☆
健
康
保
険
Ⅱ
業
務
以
外

の
要
因
に
よ
る
疾
病
及
傷
害

副
青
年
部
長
）
よ
り
な
さ

れ
た
。縄
．
９
．
，
１
岨
全
国

青
年
部
研
究
会
（
名
古
屋

開
催
）
へ
の
参
加
。

弱
・
１
．
略
中
板
協
青

年
部
の
結
成
（
中
部
七
県

下
青
年
部
員
約
一
、
一
○

○
人
）
弱
・
２
．
ｕ
ｌ
Ⅳ
建
設

省
主
管
に
よ
る
屋
根
・
板

金
施
工
管
理
者
教
育
に
県

青
年
部
よ
り
肥
名
が
参
加
。

そ
の
あ
と
続
い
て
行
な
わ

れ
た
建
設
省
に
よ
る
２
級

建
築
施
工
管
理
技
術
検
定

に
挑
戦
す
る
等
長
期
的
展

望
に
立
っ
た
社
会
的
ニ
ー

ズ
に
即
応
す
る
た
め
の
活

動
を
展
開
し
て
来
た
。
今

後
わ
れ
わ
れ
青
年
部
と
し

て
は
数
多
く
の
場
に
積
極

的
に
参
加
し
て
自
己
研
鎖

に
励
み
、
業
界
発
展
の
た

め
の
源
動
力
た
る
責
任
と

使
命
を
全
う
し
よ
う
と
、

力
強
く
訴
え
た
。

議
事
終
了
後
全
員
が
称

賛
す
る
中
で
、
青
年
部
役

員
と
し
て
功
労
の
あ
っ
た

宮
井
氏
と
県
板
技
能
大
会

の
入
賞
者
に
対
し
、
そ
れ

ぞ
れ
表
彰
状
・
感
謝
状
が

記
念
品
と
共
に
贈
呈
さ
れ

午
前
中
の
行
事
を
終
了
し

た
。

ど
極
め
て
高
額
の
講
習
料

一
で
、
こ
の
機
会
を
逃
せ
ば

一
大
き
な
工
事
の
受
注
が
出

一
来
な
く
な
る
な
ど
、
あ
た

一
謝
謝
錨
坤
一
か
も
国
や
県
か
ら
公
認
さ

｛
保
保
保
保
一
れ
た
講
習
会
で
あ
る
よ
う

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
に
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
ま
す
が
、

一
議
調
一
皿
郵
一
皿
郡
一
皿
温
一
坐
唾
函
詐
締
睡
織
部
詫
諦
埠

一
の
灘
×
×
×
－
て
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す

一
料
率

一
険
需
稲
雅
一
麺
歴
で
嘩
岬
癖
拠
倒
蓋
評

一
保
労

一
ｘ
×
×
一
断
り
下
さ
い
。

一
識
睡
》
》
》
陸
一
帳
》
一
椎
睡
棒
睦
》
》
評
誰
函
霊

一
築
諦
儒
場
従
備
一
い
ｏ

一
：
い
…
Ｉ
！
い
’
一
篭
羅

労
働
保
険
に
つ
い
て
は

国
の
法
律
に
よ
っ
て
い
ろ

い
ろ
定
め
ら
れ
て
い
る
が

建
築
関
連
の
板
金
業
は
特

に
工
事
現
場
に
お
け
る
災

害
が
他
業
種
に
比
較
し
て

高
い
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
今
回
は
労
働
保
険

の
う
ち
労
災
保
険
に
重
点

を
置
い
て
お
話
し
い
た
し

ま
す
。
政
府
管
掌
の
保
険
は
社

会
保
険
（
厚
生
年
金
・
健

に
よ
っ
て
最
低
の
基
準
を

定
め
て
あ
る
の
で
、
傷
害

の
内
容
に
よ
っ
て
は
事
業

主
が
相
当
額
の
補
償
を
す

る
場
合
が
多
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
特
に
建
設
業
の

場
合
損
害
額
の
請
求
が
増

え
て
お
り
ま
す
。
最
近
は

そ
の
差
額
を
補
う
た
め
労

災
の
上
乗
せ
と
し
て
民
間

会
社
の
保
険
を
利
用
す
る

事
業
主
が
増
え
る
傾
向
に

あ
っ
て
、
労
働
省
も
こ
れ

を
奨
励
し
て
お
り
ま
す
。

板
金
業
界
で
は
労
働
保

険
に
対
す
る
認
識
が
薄
い

と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が

け
が
の
発
生
の
比
較
的
多

い
板
金
業
者
で
あ
っ
て
労

災
保
険
で
す
ら
未
加
入
者

保険給付の請求手続及び内容 康
保
険
）
が
厚
生
省
の
管

轄
で
あ
り
、
労
働
省
の
主

管
す
る
労
働
保
険
（
労
災

・
雇
用
）
の
二
種
類
が
あ

り
、
社
会
保
険
は
五
人
以

上
、
労
働
保
険
は
一
人
で

も
従
業
員
を
使
用
し
て
い

る
事
業
所
は
総
て
国
の
法

律
に
よ
っ
て
強
制
適
用
と

さ
れ
て
お
り
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
国
の
制
度

青
年
部
研
修
会
よ
り

労
働
保
険
の
あ
ら
ま
し
（
要
旨
）

愛
知
県
中
央
会
講
師

中
部
労
務
営
理
セ
ン
タ
ー
所
長

西
野
敏
夫
氏

ｆ

Ｏタピ亡したとき

んなときは 給付の稽割

闘
病
に
か
か
り

Ｏ治ゆしたときに師雪等級麦に定

める身体帥盤力戦っ館とき

淳香補償総付
口熱災寓》

球審給付
〔通帥災蚕〕

掴拝観
(某穣

遺族給付
<通勤災窟〕

葬祭科《夷覇災害〕

葬祭給付蝿猷ﾇ宵〉

年金

・時金

年金

一時金

販諜純愉翰付支給鋼瑛洲

賊智給付支給耐求沓

雛１１蝶銭瀞識

雛鴎誓豊熟灘＃

澱祭料抽求謝

淵茶輪付錨衷１１Ｆ

｡溌寧折蔵識に…

:穂謹霧鍵挙誉

療菱補償給付頓稲型冨

療養給付蝿飴天蚕

Ｏ蝿愈の療菱のため休業し萱

金を受けないとき

◎癒蚕鍔始峻】牢6カ月で描ゆ

せず晩疾等鯛こ該当泌とき

休業補侭給付《醜冥審】

休業給付《迩姻官）

傷病補償年金《露X宵》

傷病年金《坐災冨〕

休潅捕償総付支給踊毅fII

休難袷付文袷細求宙

隅糊の状態零に関する届

隅掘の我､野に関する側告沓

手 続

扇求魯の種頚

療茂の給付茄求譜

型出先

病院へ

療霊の愛用細求芯

愛
知
呉
坂
金
工
案
組
合
労
働
保
険
事
務
組
合
へ



も
一
変
。
な
ご
や
か
な
歓

談
が
つ
づ
い
た
。

年
間
の
巾
広
い
行
事
・

講
習
会
・
全
板
大
会
へ
の

出
席
率
・
組
合
健
保
・
労

保
の
加
入
者
数
・
各
資
格

の
保
有
者
数
．
愛
板
工
業

組
合
へ
の
献
身
度
・
お
ま

け
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ

さ
は
パ
ッ
グ
ン
。
何
一
つ

外
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
、

す
ば
ら
し
い
支
部
で
あ
る
。

愛
板
傘
下
三
十
支
部
の
、

牽
引
者
的
存
在
を
誇
り
に

思
う
。

(3)昭和５９年５月１５日 愛 板 第１７３号

知
多
支
部
（
中
村
鉄
夫

支
部
長
、
支
部
員
一
四
○

名
）
は
、
四
月
一
日
協
和

公
民
館
に
て
、
五
十
八
年

度
・
定
期
総
会
を
一
○
○

余
名
の
出
席
を
得
て
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

日
比
野
理
事
長
、
武
豊

屋
Ｋ
Ｋ
、
池
田
商
店
、
Ｋ

Ｋ
山
善
の
各
社
長
と
セ
キ

ス
イ
、
ト
ー
ョ
ー
、
日
板

各
位
を
お
招
き
し
て
、
定

刻
十
時
小
嶋
副
支
部
長
の

「
開
会
の
辞
」
で
幕
を
開

け
た
。
中
村
支
部
長
の
挨
拶
、

日
比
野
理
事
長
、
池
田
商

店
、
山
善
両
社
長
よ
り
お

祝
い
と
激
励
の
こ
と
ば
に

つ
づ
き
祝
電
が
披
露
さ
れ

た
。
此
の
後
、
議
事
に
移

り
事
業
報
告
・
決
算
報
告

総

知
多
支
部

定
期
総
会
開
く
、

星

ティ

県
板
報
告
・
献
血
グ
ル
ー

プ
・
技
能
士
会
・
青
年
部

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

者
か
ら
一
年
間
の
活
動
状

況
が
報
告
さ
れ
、
万
場
拍

手
で
承
認
さ
れ
た
。

次
は
表
彰
に
う
つ
り
、

二
年
間
知
多
支
部
の
リ
ー

・
グ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
た

中
村
鉄
夫
氏
に
感
謝
状
、

松
本
徳
三
氏
・
磯
谷
総
一

氏
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

手
渡
さ
れ
た
。

今
年
は
役
員
改
選
期
の

た
め
、
あ
ら
か
じ
め
推
選

さ
れ
た
候
補
者
の
中
か
ら

選
挙
に
よ
り
、
副
支
部
長

と
五
名
の
理
事
が
選
出
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
五
十

九
年
度
・
六
十
年
度
は
、

小
嶋
広
支
部
長
、
原
田
副

支
部
長
、
理
事
監
事
五
名支部長挨拶

＆識1Ｑ＆Ａ

の
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
が
誕

生
し
た
。

青
木
久
治
理
事
の
手
ぎ

わ
の
よ
い
司
会
で
総
会
も

ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
休

憩
な
し
で
三
時
間
み
っ
ち

り
、
組
合
員
の
私
語
な
ど

ほ
と
ん
ど
な
く
、
熱
気
に

つ
つ
ま
れ
た
内
容
で
あ
っ

た
。
議
事
終
了
後
、
セ
キ
ス

ィ
、
ト
ー
ョ
ー
、
日
板
の

三
社
か
ら
商
品
説
明
に
つ

づ
き
武
豊
屋
Ｋ
Ｋ
社
長
、

青
木
一
三
氏
の
『
日
本
経

済
と
住
宅
の
現
況
と
今
後
」

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行

な
わ
れ
た
。

午
后
二
時
よ
り
懇
親
パ

ー
テ
ィ
に
入
り
会
場
の
空
気

血液の『知識1Ｑ＆Ａ知血液の

ノ

軍
会

『

臣

Ｆｒ

鉄 鋼・建材・機械

愈誌《謹;謹徽式会敬

ク

』Ｌ

本 社

名古屋営業所

総合センター

半田市港町３－１００，，(0569)21-5351㈹

名占屋市西区丸野2-551mL(052)5027331㈹

半田市港町３－１００ｍ(0569)21-5351(代）

なぜ血液は夏場になると

ピンチになるの？

献血される方は、季節によって大きな変

動があります。特に暑;,､時期には献血する

と体がだるくなるとして敬遠されがちであ

り、また会社や事業所及び学校では夏休み

やお盆休みで、献血者が激減一ます。

これ{二比し、輸血を必要とする患者さんの

数は季節による変動があまりありません。

このため、毎年夏場が血液の最大のピン

チの時期となります。

血液はどんな病気に

使われるの？

数年前までは、輸血といいますと血液の

全成分を使用する全血輸血が殆んどでした。
しかし、最近では血液の各成分をそれぞ

れに分離した成分製剤を使用する翰血（成

分輸血〉が普及し、このため白血病・血友

病・肝不全・劇症肝炎・関節:ノウマチ・癌
等々の内科的治療にも非常に多く使用きれ

るようになりました。
これにより、今まで不治の病であったも

のも治癒できるようになっています’、



愛 板第１７３号 昭和５９年５月１５日（４）

酵
素
の
働
き
が
加
わ
っ
て

茶
色
に
変
わ
る
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
白
い
色
を
保

つ
に
は
空
気
に
さ
ら
さ
ず

ま
た
酵
素
の
働
き
を
お
さ

え
る
対
策
を
と
れ
ば
い
い

わ
け
。
酢
水
に
つ
け
る
の

は
、
こ
の
二
つ
の
役
目
を

も
っ
て
い
ま
す
。

色
が
変
わ
る
の
を
防
ぐ

の
に
も
う
一
つ
大
事
な
の

は
、
野
菜
に
含
ま
れ
る
フ

ラ
ポ
ノ
イ
ド
と
い
う
物
質

へ
の
対
策
で
す
。
こ
の
物

質
は
酸
性
で
は
無
色
で
す

が
、
ア
ル
カ
リ
性
に
な
る

と
黄
色
に
変
わ
り
ま
す
。

酢
水
に
つ
け
酸
性
に
し
て

お
く
の
は
、
こ
の
点
で
も

効
果
が
あ
り
ま
す
。
塩
を

ひ
と
ふ
り
入
れ
た
り
、
水

や
酢
水
に
つ
け
た
り
．
・
・
・

青
菜
を
ゆ
で
る
と
き
、

塩
を
ひ
と
つ
ま
み
入
れ
る

と
色
が
鮮
や
か
に
な
る
と

い
わ
れ
ま
す
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

◇
色
あ
せ
が
賑
面

し
に
く
く
な
る

青
菜
を
ゆ
で
る
と
き
の

塩
の
効
果
に
つ
い
て
、
昭

和
女
子
大
学
の
杉
田
浩
一

教
授
（
調
理
科
学
）
は
、

「
塩
ひ
と
つ
ま
み
ぐ
ら
い

で
〃
鮮
や
か
に
〃
は
や
や

オ
ー
バ
ー
だ
が
、
ゆ
で
た

あ
と
の
色
も
ち
が
よ
く
な

る
効
果
は
大
き
い
」
と
、

次
の
よ
う
に
科
学
的
根
拠

を
説
明
し
ま
す
。
「
青
菜

に
は
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
と
い

う
緑
の
色
素
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
食
塩
（
塩
化
ナ

ト
リ
ウ
ム
）
を
入
れ
る
と
、

こ
の
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
の
一

部
が
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
イ
オ

ン
と
結
合
し
て
、
色
あ
せ

し
に
く
く
な
る
の
で
す
。

キ
ュ
ウ
リ
を
塩
も
み
す

る
と
色
が
よ
く
な
る
の
も

同
じ
理
由
で
す
」
鍋
に
た

っ
ぷ
り
お
湯
を
入
れ
て
、

そ
こ
に
「
ひ
と
つ
ま
み
」

の
塩
を
入
れ
て
も
、
塩
の

濃
度
は
○
・
五
％
に
も
な

り
ま
せ
ん
。
や
や
多
め
に

回
目
調
理
と
色
に
つ
い
て

◇
ウ
ド
、
レ
ン
コ
ン

は
黒
く

一
編
隼
後
記
一

エ
ビ
や
カ
ニ
は
、
生
き

て
い
る
と
き
は
青
黒
か
っ

た
り
茶
色
が
か
っ
て
い
る

の
に
、
ゆ
で
る
と
鮮
や
か

な
赤
色
に
変
わ
っ
て
び
っ

く
り
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。

エ
ビ
や
カ
ニ
の
甲
ら
に

は
、
も
と
も
と
ア
ス
タ
キ

サ
ン
チ
ン
と
い
う
赤
い
色

素
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
生
き
て
い
る
と
き
は
、

こ
の
色
素
が
タ
ン
パ
ク
質

と
結
合
し
て
い
て
、
持
ち

味
の
赤
色
を
出
せ
な
い
で

い
ま
す
。
ゆ
で
る
と
、
タ

ン
パ
ク
質
が
熱
で
変
成
さ

れ
て
こ
の
結
合
が
と
け
、

ア
ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン
は
単

独
で
存
在
す
る
よ
う
に
な

一
％
（
水
一
忽
当
り
十
，
）

く
ら
い
入
れ
た
場
合
で
も

青
菜
を
ゆ
で
る
の
は
短
い

時
間
で
す
。

「
薄
い
塩
分
で
、
さ
っ

と
ゆ
で
て
も
、
塩
の
効
果

で
見
た
目
に
も
き
れ
い
に

な
る
こ
と
は
そ
う
な
い
で

し
ょ
う
」
ゆ
で
あ
げ
た
青

菜
の
色
が
ど
ん
ど
ん
あ
せ

る
の
は
、
加
熱
に
よ
っ
て

ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
が
酸
化
さ

れ
、
フ
ェ
オ
フ
ィ
チ
ン
と

い
う
か
っ
色
の
物
質
が
づ

く
ら
れ
る
た
め
で
す
。
食

塩
が
あ
る
と
こ
の
酸
化
が

防
げ
ま
す
。

◇
皇
は
。
。
。
鍵

な
ぜ
赤
く
な
る

桜
の
開
花
が
こ
れ
ほ
ど

待
ち
遠
し
く
思
っ
た
の
は

近
年
記
憶
に
な
い
。

だ
か
ら
満
開
に
咲
き
競

っ
た
桜
花
を
目
に
し
た
と

き
、
こ
れ
ほ
ど
豪
華
で
美

し
い
と
思
っ
た
事
も
近
年

あ
ま
り
例
を
み
な
い
。

事
務
所
の
窓
か
ら
外
へ

目
を
向
け
れ
ば
、
勢
い
よ

く
お
よ
ぐ
『
鯉
の
ぼ
り
』

の
下
で
は
、
あ
ん
ず
・
も

く
れ
ん
・
菜
の
花
・
三
色

ス
ミ
レ
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

と
今
が
盛
り
と
咲
き
ほ
こ

り
、
春
ら
ん
ま
ん
そ
の
も

の
で
あ
る
。

季
節
は
「
卯
月
か
ら
皐

月
』
え
。
日
本
列
島
人
口

大
移
動
、
大
型
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
の
は
じ
ま
り

で
あ
る
。

工
業
組
合
も
、
総
代
会

全
板
大
会
・
各
委
員
会
と

目
白
押
の
日
程
で
あ
る
。

四
月
二
十
七
日
倒
晴

一
七
三
号
編
集
会
議

委
員
五
名
出
席

午
后
五
時
終
了
③

静

色
が
変
わ
る
と
い
え
ば
、

ウ
ド
や
レ
ン
コ
ン
、
ゴ
ボ

ウ
な
ど
も
、
切
っ
て
し
ば

ら
く
す
る
と
黒
か
っ
色
に

変
わ
り
始
め
ま
す
。
酢
水

に
つ
け
て
白
さ
を
保
つ
の

が
、
台
所
の
コ
ツ
の
一
つ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
黒
く

色
が
変
わ
る
理
由
の
一
つ

は
、
野
菜
、
果
物
な
ど
に

大
な
り
小
な
り
含
ま
れ
る

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
の
物

質
の
働
き
で
す
。
聞
き
な

れ
な
い
名
ま
え
で
す
が
、

渋
み
の
も
と
に
な
っ
て
い

る
通
称
タ
ン
ニ
ン
と
呼
ば

れ
る
物
質
と
同
じ
仲
間
で

す
。
こ
の
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー

ル
系
の
物
質
は
、
種
類
は

何
十
種
と
な
く
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
物
質
は
、

そ
の
も
の
に
色
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
酸
化
さ
れ
る
と

茶
色
に
変
化
す
る
性
質
を

も
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ド
を

切
る
と
空
気
中
の
酸
素
に

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
系
の
物

質
が
さ
ら
さ
れ
、
こ
れ
に

雨 樋受金具専門店
ステンレス軒とい受、樹脂でんでん（ワンタッチ）

各種サイズあり、お問い合せはセンター迄

ペリカン西濃販売センター岐阜県本巣郡巣南町十七条４６雷058328-2871

り
ま
す
。
同
時
に
、
こ
の

色
素
は
空
気
中
や
水
中
の

酸
素
で
酸
化
さ
れ
て
ア
ス

タ
シ
ン
に
変
わ
り
、
鮮
や

か
な
赤
い
色
に
な
り
ま
す
。

ア
ス
タ
キ
サ
ン
チ
ン
は

ニ
ン
ジ
ン
や
ミ
カ
ン
の
色

と
同
じ
仲
間
（
カ
ロ
チ
ノ

イ
ド
系
）
の
色
素
で
す
。

崎

台
所
で
何
気
な
く
や
っ

て
い
る
こ
と
で
す
が
、
こ

ん
な
気
く
ば
り
が
徴
妙
な

化
学
反
応
を
う
ま
く
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
わ
け

で
す
。

新
加
入
者

千
種
支
部

辻
村
板
金
工
作
所辻
村
勝
弘

名
古
屋
市
南
区
鶴
里
町

一
’
三
八
’
二

電
話
○
五
二
’
八
一
一
’

一
一
○
四

瑞
穂
支
部

丸
板
金
丸
弘

名
古
屋
市
瑞
穂
区
白
砂
町

四
丁
目
五
五
’
一

電
話
○
五
一
一
’
八
三
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